


ある日、安藤英明は自宅アパートの郵便受けに何かが入っているのに気がついた。安藤は滅多に外出することはなく、そのときも徒歩３分のところにあるコンビニから帰ってくるところであった。新聞などという、彼曰く「啓蒙思想のふりをした洗脳出版物」を購読していない彼は、普段郵便受けをチェックすることはなかった。たまにチェックしたところでそこに入っているのは、彼には興味のない世界、むしろ彼が無関心や軽蔑を装いながら、目をそむけている世界からの「お知らせ」であった。それらに対して彼は「こんなものに興味がある人間は下劣だ」とか「おとこに分類される生き物が全てこのようなものに興味があるなんて決めつけている世の中のやつらこそが低俗なんだ」とか思いながらも、自分の部屋で「お知らせ」にしっかりと目を通していたのだった。彼の意識は妄想に支配されていることに気づかないままに。
さて、今年で安藤は３６歳になる。職はない。そこそこ有名な大学の法学部を出て、卒業当時は弁護士なんてものにも憧れがあった。司法試験には、３０歳で区切りをつけるつもりが、うだうだと３３
歳までチャレンジを続けた。弁護士という夢も、司法試験の不合格が重なるうちに弱まり、３３歳には消滅してしまった。と同時に、社会全体に対しても絶望し、社会とかかわるのを疎むようになった。夢を捨てた彼は、新たな目標を見つけられないまま、３６歳に到達してしまった。大学の同学年の人たちは大半が職を持ち、家庭をもっていた。彼らのうちの何人かは、企業の中でも重要なポストを任されていたり、安藤の夢を体現したりしている者までいた。彼は、同学年の友達に会うたびに、栄光と挫折の対比を感じた。苦痛だった。やがて彼は、友達と言えるものを失った。自ら突き放した。「友達なんて言っていても、やはり他人だ」とか「友達とつながることでしか自分の存在を見つけられない人間は弱い」とか思いながらである。・・・もっとも、彼の意識に反して、友達の方から彼を見放したのは明らかである。
ある日の朝、安藤英明はコンビニから帰り、郵便受けの前に差し掛かった。「そろそろアレ溜まったかな」という考えを、「ちっ、また溜まってやがる。金の無駄遣いってことに気づかねえのかな」と、あたまの中で３秒を費やして修正して、彼はそこの中にあったものを一つ残らず掴んで、部屋に帰った。
　部屋に帰り、しげしげと「お知らせ」に目を通しているとき、彼はそれを見つけた。彼は、普段チラシを見ない。買い物はコンビニで十分間に合うからだ。ファッションは面倒くさい。たまに有名ハンバーガーショップのクーポン券を無意味に保管する程度であった。しかし、その時は不思議とそれに目がとまった。それの宛名は日本検定組合関西支部。
　「ニート検定で資格ゲット」
　彼は驚いた。そしてばかばかしいと思った。が、そのチラシを見ている時間は、「お知らせ」を見ている時間よりも長いことに気づいた。というのも、「ニート検定で資格ゲット」の下には、「就職に有利！」とこれまた派手に書いてあったのだ。彼は、職が欲しかった。安定した職に就き、できればあたたかい家庭というものが欲しかった。何より、自分の存在を認めてくれる場所が欲しかった。「こいつは自分よりも下だ」という目線から逃れたかった。そんな彼にとって、あの宣伝文句が放つ魅力は大きかった。
　気づけば、彼は検定の内容を熟読していた。検定には１から５級までランク分けされており、どうやら１級を取れば、超有名企業就職も夢ではないようだ。チラシには合格体験のようなものが記されており、「検定を受けるまでの自分は廃人同然でした。しかし、このニート検定でニート１級をきっかけとして、有名企業へ就職、家庭の実現、そして人生に希望を持てるようになった」といったことがたくさん記載されていた。彼はニート検定が資格として有利なものなのか、チラシに書かれた公式サイトにアクセスした。そこには、チラシと同様に多くの体験記が寄せられていた。彼は体験記を読み、半信半疑ながらも「とりあえず受けてみるか」という気になった。検定料は１級６２００円、２級５７００円・・・と、級に応じて料金も違うらしい。そこで、まずは受験する級を決めなくてはならない。彼がそう思い、もう一度公式サイトを見てみると、そこにはご丁寧に「受験の手順」なるものまであった。普段は「指図するな」と無意味な反抗心を掻き立てる安藤も、とりあえず手順に従うことにした。
１、受験される級の決定について　
安藤は１級を受験することに決めた。自分も周囲の人間と同等の、いやそれ以上に羨まれるような生活を手に入れたかったからだ。１級は、筆記試験の他に面接試験もあるらしい。安藤は一瞬面倒だなと思ったが、「面接試験は正直言って面倒でしたが、自分が本物のニートだと知ることができてよかったです。あの試験は僕に自信を与えてくれました。だからこそ今の僕がいるんです（京都市M・Sさん）」という体験記を思い出し、納得した。
　２、申込用紙の記入方法（インターネットでのお申し込み）　
試験は５月と１１月と一年に二回あるらしい。今は９月の中旬である。安藤はやや受験勉強の期間が短いことが気がかりだったが、「私は二ヶ月間必死に勉強して、なんとか１級に合格することができました。というのも、公式サイトでも取り上げられている、ネット教材を駆使した結果にほかなりません（名古屋市K・Tさん）」という言葉に突き動かされ、１１月に受験することにした。「この女は、２ヶ月か・・・じゃあ、１ヵ月半で合格したら、俺が体験記を書いて、堂々とサイトで勝ち組ヅラできるってわけだ」と思うと安藤のやる気は最大限にまで高められていた。その勢いで彼は、住所、氏名、年齢、電話番号、メールアドレスといった、プロフィールを易々と書き込み、受験会場には地元の国公立大学であるｋ大学を選んだ。受験会場が有名国公立大学であったことも、彼の資格熱を高めさせた。申込用紙を記入し終えると所定のアドレスへと送信した。彼のあたまの中は、合格した後に待っているであろう華々しい生活に侵されていた。すぐさま返信があり、以下の口座に受験料を入金してほしいとあった。彼は迷うことなく６２００円を納めた。
それから受験までの間の安藤は文字通り鬼気迫る勢いで受験勉強に打ち込んだ。普段は、ほぼつけっぱなしのテレビも切った。もっとも、彼が見ていたのはバラエティー番組と深夜の妙にハイテンションな番組だけではあったが。しかも彼はこういうものに関しては「低俗だ」や「無意味で、人生の得にもならん」といった文句はつけないのだった。さて、彼の受験勉強はネットで見た体験記をそのまんまなぞったものだった。公式サイトで販売されている問題集を購入したり、同サイトから問題をダウンロードしたりして、入念に受験に備えた。面接試験の対策も完璧だった。面接用問題集の購入は勿論のこと、サイトから面接対策の音声をダウンロードし、挙句の果てには、テレビ電話による模擬の面接試験も有料で行った。問題集は大学受験のときに利用したものの二倍は軽く超えたし、面接試験の対策では、「著作権の関係」ということで、相当にお金がかかった。しかし安藤は、せっかくのチャンスだから、とお金をつぎ込んだ。
６０分間の筆記試験では４つの選択肢から適切なものを選ぶ問題が２０問、正誤問題が１０問、穴埋め式の問題が１５問、記述式の問題が５問であった。安藤は、筆記試験で、合格圏内の８割後半を確実に取れる自信があった。というのも、勉強の甲斐もあって公式サイトで行った有料の模擬試験で、彼は１０月２７日の３回目の模試では９０点以上が取れるようになったからである。安藤は面接試験の合格も確信していた。なぜなら、有料の面接対策では、日本検定組合の組合員を名乗る試験管役の人物を圧倒するまでに至っていたからである。この合格の確信は、安藤の無駄に強い自尊心を満足させ、彼の感情は周囲の人間、といっても職を持たない人やただ遊びほうけている人といった、人生にやる気が見えないと彼が判断したほんのごく一部の人間に対する優越感へと変わっていた。ただ、受験料にしても、問題集の料金にしても、面接練習用のお金にしても、すべて別々の口座に振り込むシステムになっていた。彼はおかしいなと思って、公式サイトの管理者に電話をかけると、「受験者が大変多いために調整が必要だ」という答えが返ってきた。彼は、いまいち飲み込めなかったが、検定合格の魅力もあったので、あまり深く考えないようにした。
気づけば、払い込んだ金額は４０万を超えた。夢の達成のためなら高くない。安藤は思った。そもそも、この金額は親の口座から出たものであったが。
１１月の第２土曜日、安藤が待ちに待った試験実施日である。試験は午後１時からだ。その朝安藤は、最後の追い込みをかけながらこれからの生活のこと、今までの人生のことなどを考えた。これまではマイナス、これからはプラス。安藤が生み出した結論であった。彼は考えた。「これからは俺の好き放題にやってやる。自己実現なんて、まさにこのことを指すんだろうな。そもそも、近所の人間は俺のことをどう見ていた？無愛想で陰険で・・・おまけに職がなかったんだから、あいつらの目なんて、まるで社会の敗者、いや、はじき者を見ているようだった。近所のやつらだけじゃない。親戚のやつらも、大学のやつらも、高校の同窓会でも、もしかしたら親も同じ目で俺を見ていた。だからこそ遠ざけやがった。それも今日で終わりだ。周りを見返してやる。今日、立場をひっくり返してやるよ。大逆転だ。今度は俺がお前らを下に見てやるよ」・・・安藤は、心の底から次々にあふれ出る悪い感情をすべて外に振りまき、さらに、これからの人生の過剰な、そして歪んだ希望を己の内側へと溜め込みながら、延々と黙考していた。
１１時になった。家は１２時半に出れば十分だろう。時間はかなり余裕がある。彼は、最後に模試を公式サイトで行うかとも考えた。しかし、筆記で９割を取れる自信と、これからの夢の生活に思考を埋めたいという甘い欲求が、彼に模試を受けるのを止めさせた。安藤は、気持ちのよい空想に沈んでいった。
１２時２０分を過ぎた。安藤は久しぶりにスーツを着た。そして、時間通りに家を出た。合格の確信と捻じ曲がった自尊心に満たされて、彼の顔は自然とほころんだ。もっとも、そのときの彼の顔を見た人はこういうだろう。「ほくそ笑むっていうんでしょうか。何かに洗脳されてしまったかと思うような、言葉に表せられないほど感じの悪い笑顔でした」と。
もし安藤がニュースや新聞をみていたら・・・もし安藤が試験当日に公式サイトをチェックしていたら・・・悲劇は訪れなかっただろう。もっとも、常日頃「悲劇なんてものは、ただ運が悪かっただけだ。運命だよ。何も同情することはない。」といっていた彼に同情を傾けるものはいないだろうが。
　１１月の第三月曜日、いつものように朝は来た。こんな時間からご苦労さんといった感じの朝の女子アナたちがテレビを彩る。「今日のトップニュースはこちらです。ニートを対象にした被害総額、８０００万円を超える。」これから職場や学校や家庭での一日の戦いに備える、いわゆる一般の人々は思う「またこのニュースかよ。俺たちには関係ないし」女子アナは続ける。「つい先週の金曜日の夜には、検定を利用して、ニートと呼ばれる人々から金を騙し取ったと見られる業者の☆☆会社社長、橘正信が逮捕されたばかりですが・・・」一般人は思う。「何でもありかよ」ニュースは続く「ここで、被害者の方に話を聞いてきました。VTRをご覧ください。」被害者登場。一般人は思う。「ばかなやつだ。しかも自分でニートって認めてやがる。学もねえ、職もねえ。おまけに騙される。ほんとにばかなやつだ」被害者はイニシャルA・H。顔にはモザイクがかけられ、声も変えてある。「本当に信じていました。受験料を取られ、しかも問題集、ダウンロードの費用、模擬試験料など総額４２万円をだまし取られました。お金のことも勿論ですが、それより、失った夢を返してほしいです。あの検定は僕の自己実現の場だったんです。チャンスだったんです。」最後は涙ながらに語っていたようだ。被害者の心からの訴えは、彼の考えとは逆の効果を生んだ。一般人には、「自分とは関係のない世界の人」である彼の悲劇の主人公ぶりが、やけにおおげさで、どこか大根役者のように感じられた。彼らは、この被害者が今日一日のネタになることに気づき、にんまりした。かっこうの「ばかにする対象」というわけだ。テレビの中でも、女子アナ含め、コメンテーターも被害者保護の立場に立ちながらも仕事が終われば一般人と変わりはないだろう。
　そのニュースの最後には、番組のコメンテーターにより一応こう付け加えられた。「いうまでもなく、すべてのニートの方が被害にあっているとは限りません。しかも、この詐欺により、社会におけるニートに対する偏見が強まることが懸念されます。そういった意味でも、この犯罪が社会秩序にもたらす影響は大きいと言えるでしょう。しかし」云々・・・これもまた、人々という塊のなかに潜む優越感、自分たちの世界以外のもの（関係ないもの）に対する攻撃欲を高めるだけであった。
―――――――――――――――　　
ごあいさつ
９月も下旬となりました。もう秋ですね。涼しく、晴れた天気のもと、自分の思うことを実行にうつし、何かひとつでも結果を実らせることができるとよいですね。
さて、今回は、ウェブ版孝太郎の本格始動の回となりました。
…だから何ということありません。どうぞ、普通にお楽しみください。
　今回は、短歌賞の募集と、「続きをつくってみよう」のコーナーのお題の発表をしました。ふるってご参加いただきたいと思います。あと、お題についてですが、もし読者の方で、「この文をテーマにしてみてほしい」といったものがあれば、送っていただければ参考にいたします。
また、本誌に関してご意見等ありましたら、「投稿について」からお知らせ下さい。
第１０号に寄稿して下さったみなさん、ありがとうございました。今後もよろしくお願いいたします。
他の読者のみなさんも、どうぞ時間のあるときに、筆をおとり下さい。
　　　　　　　　　　(編集長)

　―まただ。
いつものように下校する途中で、不意に喉にせり上げてきた熱いものを、私は慌てて飲み込んだ。が、堪えきれずに目尻にわずかに涙が浮かんでしまい、そっとそれを指でぬぐう。本日何度目になろうかという涙に、私はため息をついた。こんなことは別に今日が初めてじゃない。ここ半年ほどの私の身には、こういう現象が頻繁に起こる。つまり、わけもなく突然、切ない感情が胸いっぱいに満ちたと思ったら、たちまち涙ぐんでしまうのだ。
　それはいつも突然にやってくる。今みたいに登下校しているとき、授業を受けているとき、部屋で音楽を聴いているとき。時と場合は関係ない。その感情は何の前触れもなく私の胸に去来して、私を居ても立っても居られない気持ちにする。それはどこか焦燥にも似ている気がするけれど、それとは少し質の違う。それはどうしようもなく何かに焦がれるような感情だ。苦しいような、哀しいような、寂しいような。…寂しいというのが、いちばんぴったりくるかもしれない。言葉ではとても形容できそう
にない。ただただ胸がいっぱいになってしまって、泣き出してしまいたくなる、そんな感情。うんざりしてしまう。しかも泣きたくなるだけじゃない。力いっぱい走りたくなったり、あるいは声の限りをつくして叫び出したくなったり。その、胸の切ない感情を押し流そうと、あらゆる衝動が私を襲うのだ。こんな、理由のわからない感情を、私は最近ずっと持て余している。
　家へと続く坂道を自転車を押しながら、今日の昼休みの一コマを思い出す。親友の和子と一緒に教室で弁当をつつきながら、私はいささか唐突にこの話を彼女に切り出してみた。ひょっとすると彼女も同じような気持ちになったことがあるのじゃないかと思ったからだ。
―ねえ、和子、私なんでこんな気持ちになるんだと思う？
私にしてはめずらしく真剣な面持ちで訊いてみたのだけど。
和子は箸を動かす手を止めて一瞬変な顔をしたあと、しばらくまじまじと私の顔を見つめた。それから、口の端だけ持ち上げてにやりと笑った。
―理佐（私の名前）ってホントに千晶君のこと好きなのねえ。
―は？
何の脈絡もなくいきなり登場した「千晶君」に、私は首を傾げる。千晶、というのは私がいま現在オツキアイしている彼氏の名前である。何故ここで突然彼の名前が出てくるのかわからない。いったい私の話と千晶がどんなふうに関係していると言うんだろう。問うように返すと、和子はニヤニヤと気色の悪い笑みを口元に浮かべた。
―のろけちゃって。あんたが千晶君のこと好きでしかたないから、そんなヘンな気持ちになるんじゃないの。
茶化して言って、やだやだ、恋する女って、とどこか冗談めかして言ってのけた。つまりは私が、千晶のことで恋煩いをしているものと合点したらしい。つきあっていられないと言わんばかりの和子の態度に、私はちょっと傷ついた。冗談のつもりなんかじゃなかった。私は真剣だったのに。恋なんかじゃない。私が持て余しているこの感情は、恋のような甘ったるい類のそれじゃない。もっと切実で、切迫したものなのだ。和子はこんな気持ちになったことがないから、それが理解できないんだろう。
　そんなことをぐだぐだと考えながら歩いていると、いつのまにか家に着いてしまった。ただいまと呟いて私は扉を開く。誰も居ないので、家の中は静まり返っている。「おかえり」を期待していたわけじゃないのでそのままそそくさと家に上がった。リビングに入ってすぐに私はどさりとソファに腰をかけた。制服を着替えるのも面倒くさい。ひどく疲れていて、何もする気が起こらなかった。
　―静かだな。
何をするでもなくソファに身体を預けてぼんやりしていると、いつもよりやけに部屋の中が静かに感じられてきた。しぃんと静寂がこだまして、耳に痛い気がする。静かなのはいつものことなのだけど、今日はなんだか迫ってくる感じがするのはどうしてなんだろうか･･･。私は幼いころからかぎっ子だったから、学校から帰宅する時間には、たいてい両親はまだ仕事に出ていて家には誰も居ない。一人っ子だから兄弟もいない。加えてこの家は閑静な住宅街の一角にあるために、午後のこの時間帯、往来にはほとんど人通りもない。普段となんら変わったところはない。いつもどおりの、平凡な午後だ。だから今の、あたりには何の気配もなく、何の音もしない、そんな状態には慣れているはずなのに。　
それなのにいつのまにか、この静寂は確かな圧力をもって、私の胸を押しつぶし始めているのだ。まるで、静けさが雪のように降り積もって、私ひとりだけを包み込んでいるよう。世界には、ただ私だけ、ただ私ひとりきり。あまりに静かなので、いつになくそんな錯覚まで起こすほどだ。こんなことは初めてなので、困惑してしまう。そしてなぜかそんな錯覚と呼応するように、またもや湧き上がってきた感情が私をさらに動揺させた。しかもそれは静けさのせいで、いつもよりいっそうきわだって強く胸に迫ってくるように思えた。言葉に出来ない様々な感情の波が、いつにも増してどっと押し寄せてくる。苦しくて、切なくて、…そして何より寂しくて。そんな感情が、静寂が私に与えた感情と混じり合って、私を襲う。自分は孤独なのだと、それらは強く私に思い知らせる。
…孤独。
不意に浮かんできた言葉の響きに私ははっとした。唐突にその感情の正体を理解した気がした。
　孤独。そうか、孤独なんだ。私を襲っているこの感情の正体は。静かに昂ぶり、密かに胸を苛み、ゆるやかに私を蝕んでいく、この感情の正体は。孤独という名前だったんだ。今までは捉えどころのなかった感情が急に形をとりはじめた。曖昧だった感情が、今度はたちまち明確な衝動になって私を駆り立てだした。
その感情は―孤独は、眠っていた内なる声を暴きだす。ひとりはさみしい、ひとりではさみしすぎる。さみしすぎるから誰かにそばにいてほしい。誰か、私のそばにいてほしい。－自分でも気がつかなかった、そんな切実な心の叫び。
私はたまらなくなってくる。誰かが恋しくてたまらない。誰でもいいから、今、私のそばにいてほしい、そんな切羽詰った気分になる。いや、誰彼かまわないわけじゃない。私の求める「誰か」は、特別な誰かでなくてもいいけど、誰でもいいってわけじゃない。私のそばにいてくれる人。私のそばにいてこの孤独を共に分かち合ってくれる人。そんな「誰か」が、今、たまらなく恋しい･･････。
　耐え切れなくなって私は立ち上がった。受話器を手に取ると、とうに記憶してしまった番号をプッシュして彼を呼び出す。電話の向こうの千晶は、急な話に少し不服そうにして居たけれど、かまうものかと思う。私の用件は緊急を要するのだ。とりあえず彼にはどうしても来てもらわなければならない。何をするというわけでもないのだけれど、彼にはどうしてもそばにいてもらわなきゃならない。
　この、どうしようもない孤独を紛らすために。
―――――――――――――――


　

名前を、失くしてしまった。
世のエラい人たちに馬鹿にされ、友だちからは嘲笑され、激しい雨に打ち付けられてぐしょぐしょになっているうち、何処かに名前を失くしてきてしまったみたいだ。
ここはどこだ？もうたえられない！全世界の人がぼくを見ている。ボロ雑巾のように満身創痍のこのぼくを見て馬鹿にしている。「ぼく」を…そうか、この「ぼく」というやつが名前というやつなのだな！ぼくの名前はぼくだ。ぼくがぼくなのだ。
そんなことを思いついていると、全世界の人のうちの一人がぼくの前にすいとあらわれて言った。―どうしたんだい、きみは…ずぶ濡れじゃないか。ぼくのタオルを貸してやろうか。―いったいこの人は何を言っているのだろう。ずぶ濡れなのは「ぼく」であって「きみ」ではない。それをこの人は…。―何を言っているんだ。きみはきみさ。さぁぼくのタオルを使いなよ。―そういってタオル
という名前で呼ばれた乾いた物体を渡すために近づいてきたその人の身体はすり抜けて、ぼくの身体のうしろ、ぼくの見えないところへ回りこんでしまった。どうしてしまったのだ？ぼくはぼくではないのだろうか。ぼくの後ろにいるはずのもう一人の「ぼく」は何も答えてくれなくなった。
そこへ、またしても全世界の人の中から、今度は玉のようにうつくしい女性があらわれた。心乱されたぼくは、何か話しかけねばならない、と思い、「あ、あの…」と、それだけでは振り向いてもらえない。「き、きみ…」
「きみ」！そうだ、「きみ」という言葉はこの人のためにある。「き、きみ！」その女性はこちらを向き、全てを知っている海のように安らかにぼくに笑いかけた。―お名前はなんとおっしゃるんですか？―そうだ、これこそあるべき質問だ。「ぼ、ぼくは、ぼくです！」ぼくは全身全霊で答えた。―おかしな人。「ぼく」だけではあなたはあなたでいられませんよ。私が名前を付けてあげましょうか。そうねぇ、あなたはとてもきれいな黒い瞳をしているから…「クロ」というのはどうですか？―「クロ」…すばらしい名前だ。ぼくは「クロ」なのだ！しかしぼくは自分が黒い瞳をしているのを見ることができない。なぜならその黒い瞳「で」ぼくは見ているのだから。でもこの人がそう言うのだからきっとそうに違いない。ぼくは黒い瞳の「クロ」だ。
…と、ぼくがその女性に絶対の信頼を置いた直後、今度は絶望が訪れた。その女性はぼくの黒い（と彼女が言っている）瞳を奪い取って、逃げて行ってしまったのだ。ぼくは、複雑な意味で、「クロ」ではなくなった。ぼくはまたしても名前を失くしてしまったのだった。
結局のところ、ぼくは「ぼく」以上のどのような名前も得られない。ぼくはぼくでしかないのだ。そして、ぼくでしかないぼくは、ぼく以外の別の「ぼく」の登場にたえられない。ああ！ぼくは！どうしたらいいのだろう！そして、もしよければこの文章を読んでいる人に尋ねてみたい。あなたは「ぼく」ですか？或いは「ぼく」ではないのですか？
―――――――――――――――
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伴文庫　　　　　　　　　
「インド式秒算術」
田村峻一
　インドは古来より数学で有名である。何でもゼロの概念を独立して生み出し（エジプトの方が年代的には早かったらしい）、位取りの記数法等を大きく発展させてのちの西洋人をビックリさせたとか。時代を下った現代においても、いまや彼の国はＩＴ大国として目覚ましい成長を見せている。何故か。どうやらインド人たちは彼ら独特の計算法を持っているらしくて、２桁×２桁の掛け算を一瞬でやってのける。知りたい。その方法を。知って計算が速くなりたい。そういった需要に応え、インドに古くから伝わる計算法を紹介するのがこの本である。
　ところで、この本においては、紹介される計算方法は「魔法」だということになっている。有り体に言えば「証明」が載っていない。ここをこうやって出てきた数字をこうやるとあら不思議！正しい答えが導けるのです、といった風であって、横でターバンを巻いた男のイラストが「速解きの公式は便利デース！」などと言っているのは、何とも馬鹿にされた気分であるが、これは逆に示唆的な方式でもあって、おそらくインド人にとっては証明など野暮なぐらい当たり前の方法として流通しているのではなかろうか（我々が掛け算の筆算をやるときに何故ひとつずつ桁をずらして書いてゆくのか？というぐらいなものであろう）。なるほどこの方法に小さい頃から馴らされていれば、計算は速くなるだろうと思う。そもそも証明を求めてしまうこと自体、西洋的に教化された人間の考えることなのかも知れない。
　いろいろなことを言っているが、要は計算ドリルと思って当たるのが一番だと思う。やはり我々は今までの計算方法に馴れすぎているので、最終的にインド人と同じ速度で２桁×２桁を計算するのは難しい。しかし、一旦慣れ親しんだ思考法を脱ぎ捨てて計算に挑んでみるというのは頭の体操になるだろう。ここはひとつ、ターバン姿のアヤシい商人と取引でもするようにシビアな目でインドの伝統的な「知」と対話してみては如何だろうか。
『魔法のヴェーダ数学が伝える　インド式秒算術』
著プラディープ・クマール
訳石垣憲一
日本実業出版社（２００７）
定価　本体１２００円（税別）

ニート検定　　Ｍｒ．単位ベクトル














春遠からじ　　　　　アミ





閉店間近のマクドナルドで、僕は音楽を聴いていた。トレーの上にはもう長いことゴミしか乗っていない。ふと横を見ると、テーブルを拭いてまわる店員が、うざったそうな顔をこちらに向けていた。





孝太郎短歌賞作品募集





　孝太郎では皆様から短歌を投稿していただき、毎号賞を選定しています。まとまった文章を書く暇のないお忙しい方も、そんな日々の中で心動いたことなどをお気軽に詠んで送っていただきたいと思います。


　皆様の発想の種になればと一応課題テーマを設定させていただきますが、関係のないテーマでも大歓迎です。沢山の御応募お待ちしています。


　第十二号課題テーマ「食」





この話の続きをつくってみよう～





　さて！ひさしぶりにこの企画が登場しました！


　どのようなコーナーかわからないという方は、第７、８号をご覧になると、おわかりになるかと思います。


今回のお題はこちらです。





























この文章の後に続く


文章を何とか捻りだし


て下さい。





参加者が多いほど面


白くなる企画です。ど


うぞお気軽に投稿下さ


い。





なお、締め切りは十


月三十一日とします。


第十二号に掲載する予


定をしております。





　瞳　　　　　　　　　西八旋











夏　　　　　　　　　　　　黒鳥





それは空の本来の姿が最も五感に伝わる時





それは猛る炎が森林を焼き広がるように





人々の心にある一種の突発的な感情を呼び起こす時





それは人々の抱く郷愁が大きく胸を打つ時





それは人生に例えるなら最初そして最後の激情の時





それはあらゆる生が様々な形で





黄金の秋　沈黙の冬を迎えるため生きるとき　　　　





世界の困っている人たちを助けないでこんな生活をしていて


いいのかって気持ちもあるよ。


でも、今の僕には、


自分の考えを持ち、誰かと真剣に話をするために、


いつか他の国の人と友達になるチャンスがきたときのために、


平和に対して少しでも


貢献できる機会を見つけ、逃さず実行するために


そして世界の一員たる自分が


平和に生きて、そして幸せに死んでゆくために、


いろんなことを学んでいく


という考えに逃げ込むことしかできないんだ。





孝太郎　第７号


2007年9月21日





孝太郎への原稿、ご意見ご感想等はすべて「投稿にあたって」より、規約をご確認の上お送り下さい。お待ちしています。





本誌の全部または一部を無断で複写・複製・転載することを禁じます。
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